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論 文 内 容 の 要 旨
この論文は鋼の結晶粒度に及ぼす添加元素の影響と鍛造および前熱処理の効果ならびにオーステナイト




第1章の内容は鋼のγ粒度に及ぼすN, Al, C,SiおよびMnの影響を研究した結果である｡ すなわち高











たことを指摘した. さらにまたC,Si, Mn, A l, Nの各元素単独, 2元素, 3元素, 4元素および5元素




傾向があり, 固溶状態のNはγ粒を僅かに微細化するが 固溶状態のAlは0.5%以下では γ粒にほとんど影
響を及ぼさないことなど多くの新知見を得ている｡
第2章では続いてγ粒度に及ぼすB, 0,S, Ni,CuおよびZrの影響を調べた結果を述べている｡ まず
Bはγ粒を粗大化する作用がいちじるしいことを示し, つざに 0 はBと同じく粗粒化の傾向を示すがA1203
となった 0 は粗粒化の作用が見られないことおよび 0 は 2 次再結晶開始までの潜伏期を短縮する作用があ
るため混粒を助長し, かつ粗粒化温度を低下させることを明らかにし, さらに混粒を呈するCと0 との含
有量の相互関係を決定している｡ つぎにSは0.04%以下の 濃度範囲でγ粒度 にほとんど影響を与えず, ま
たNiは全濃度範囲について実験した結果, Niはγ粒を微細化しその影響は約10%で最大となるがこれ以
上の濃度になると却って粗粒化の傾向を 示すことを 明らかにした｡ またCuは3%以下の範囲でγ粒を微
細化し,Zrは固溶状態においてγ粒を微細化するがFe2Zrの生成する濃度範囲では微細化の程度は顕著で
ないことを示している｡















する元素として少なくともCのみの場合は結晶粒度にいわゆる ｢固有の粒度｣ が 存在すると結論してい
る｡
第4葦は以上の研究結果の総括である｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
この論文は鋼の結晶粒度に及ぼす添加元素の影響と高温加工および前熱処理の効果ならびにオーステナ
イト化前後のフェライト結晶粒度 (α粒度と略記する) とオーステナイト結晶粒度 (γ粒度と略記する)
との相互関係を調べ,γ粒度を支配する因子について検討したもので, 高純度の純鉄に種々の濃度の N ,














(2) Cのみでは工業用細粒鋼の程度まではγ粒度は微細化しない｡ 著者はC, Si, Mn,Al,Nの各元素
の単独添加および2-5元素の同時添加の場合に分けてγ粒度を比較検討し, C, N, AlにMnおよび (ま
たは) Siが共存する場合にγ粒はもっとも微細化し, これが工業用ju キルド細粒鋼のγ粒度に相当するこ
とを証明した｡















これを要するにこの論文は鋼のオーステナイト結晶粒度調整に 関する従来の AdN説を改め, Cおよび
Al N の作用を解明して普遍的な説明を与えるとともにオーステナイト結晶粒度調整の本質を明確にしたも
ので学術上にも技術上にも貢献するところが大である｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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